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ホウンレソウ葉緑体から coupling factor 1(σ1) を単離・精製し，円二色性(CD) の測定と限外j戸過
法を併用して CF1へのアデニンヌクレオチドの結合の仕方とその結合に対する M;+ の効果を調べた。
その結果， MFの有無にかかわらず， 1 分子の CF1 には 3 分子の ATP( または， ADP) が結合した。
Hill-plot による解析の結果，次のような見かけの結合定数が得られた。すなわち， ATP については
+M;+ で、 Kl=O.75(μM- 1 ) ， K2 =O.25 , K3=3.3 , -M;+ で、 Kl=O.75 ， K2 =O.040 , K3=O.013 , ADP につ
いては+M; +で、K 1 =O.24 ， K2 =O.079 , K3= 1. 3，一MF で、K 1 =O.24 K2 =O.010 , K3 =O.013 であった。 3
つの部位への結合がsequential であると仮定したときの固有結合定数は見かけの結合定数と同じ値に
なる。また 3 つの結合部位が同等であると仮定したとき得られる固有結合定数の聞の関係から， ATP 
と ADP に共通して， +M;+では正の， -M;+では負の協同的相互作用が結合部位間に存在すると考え
られた。また AMP の単離 CF1への結合は観察されなかった。
また ， N -2.4-dinitroanilinomaleimide (DNAM) で修;飾白した CF 1 をイ乍ってみると， この DNAM-
CF1へのアデニンヌクレオチドの結合は CF1へのそれと同等で、あった。 DNAM-CF1 の215nm 付近の
負の CD シグナルは ATP によって増加し， さらに MgC1 2 を添加すると減少し，そしてこのMgC1 2効果
は過剰の EDTA をさらに添加することによって除去された。これらのことから， ATP の結合によっ
てCFI'tこおこる conformation 変化は， MFの有無によって異なると考えられた。
葉緑体での電子伝達活性の制御に関するADPの効果と上で調べた単離CF1へのADPの結合様式とを
比較してみた結果， MF存在下でCF1 に 1 個のADP が結合しさえすれば，電子伝達活性は抑制される
のに対して，光リン酸化反応は 3 個のADP がすべて結合したとき初めて進行することが示唆された。
? ?qδ 
もし，第 3 の結合部位がリン酸化における基質結合部位であるとすると，先に示した M!+の有無によ
るこの部位への ATP の結合定数の大きな差は， MFが光リン酸化反応における ATP遊離機構と密接に
関連している可能性を示している。
論文の審査結果の要旨
東田君の論文はホウレンソウ葉緑体から共役因子 1 (CFt ) を単離，精製し， CF1 とアデニンヌクレオ
チドとの結合および結合に及ぼすM!+イオンの影響を円二色性，限外j戸過法で調べたものである。
M~+の有無にかかわらず， CF1 l 分子に 3 分子のATP またはADP が結合することを見出した。
Hill-plot による解析によって，これら 3 つの結合部位へのATPあるいはADPの結合には， MFの存在
では正の， Mrが存在しないときには負の協同的相互作用のあることを見出した。 AMPは CF1 に結合
しない。 N- 2 ,4 -dinitroanilinomaleimide で修飾した CFl を用いて， ATP結合による CF1 のコンホ
メーション変化を明らかにしようとした。これら CF1へのアデニンヌクレオチドの結合の結果と，葉
緑体での電子伝達活性の抑制に関する ADPの効果と比較し，電子伝達活性は l 個のADPの結合によ
って抑制されるのに対し，光燐酸化反応は 3 個のADP が結合したときに進行することが示唆された。
以上のように，東田君の論文は，葉緑体から精製したCF1 とアデニンヌクレオチドとの相互作用を
調べ，葉緑体の電子伝達活性との関連を調べたもので，理学博士の学位論文として十分価値あると認
める。
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